環境科学入門(2012年度前期中間テスト)

1.地球温暖化の対策に関して、三つ挙げて、その取り組みについて述べよ。
　誰でも書けると思うので省略します。


2.人為的起源の温室効果ガス排出割合を円グラフで表現し、その発生源について説明せよ。
ミスプリントっぽい所がありますが、グラフの詳細版が教科書P41に載っているので参照してください。

　CO2：石炭を用いた火力発電や自動車の排気ガス、工場の排気など化石燃料の燃焼、熱帯雨林を破壊する焼畑農業
　CH4：野牛や家畜の牛・羊などによる呼吸、肥料、天然ガスや水田、ゴミの埋め立て、化石燃料の燃焼
　フロン：カーエアコンや断熱発泡剤といったエアゾール製品、半導体等製造用や電子部品などの不活性液体
一酸化二窒素：65パーセントは家畜から発生している


3.地球規模の大気循環を北半球、南半球、北・南極域に分けて、その速度について述べよ。
北半球内だけの循環は１か月
南　　　　　　　　　１か月
北極から南極へ気体が移動するのは３か月？
南極から北極も３か月？
地球全体で６か月


4.紫外線による人体影響と対策について述べよ。
(解答例)
影響：皮膚のしみ・しわ・たるみ・そばかす、皮膚癌
対策：日焼け止め、帽子、サングラス(UVカットの物)、長袖の服、日傘


5.自然界における窒素循環を模式的に表現して、その説明を述べよ。
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　生物体はN2を利用し、廃棄物としてNH3を作り出す。好気的(O2が存在する)状態だと赤の矢印のようにNH3がNO3まで変化するが、嫌気的(O2が存在しない)状態になると青の矢印のようにN2まで変化する。
　(ちなみにNO2は毒で、富栄養化による赤潮の原因はNO3です)


6.オゾン形成と破壊の機構について述べよ。
　O2+UV→O+O
O2+O→O3
成層圏では上の式のように酸素が分解され、他の酸素と結びつくことによってオゾンが形成される。また、破壊の機構は以下のように表される。
Cl+O3→O2+ClO
ClO+O→O2+Cl

NO+O3→O2+NO2
NO2+O→O2+NO


7.酸性雨の定義と対策について述べよ。
(解答例)
　雨には元々空気中のCO2が溶け、pH=5.6を示しているため、酸性雨はpH<5.6で定義されている。よって、空気中のNOxやSOxを減らすことで酸性雨を防ぐ必要がある。NOxやSOxは車や飛行機などの排気ガス、工場のガス、火山の噴火などによって発生するので、工場の排気ガス規制を続けたり、これらのガスが出ない・少ない天然ガス車やガソリンの使用量を抑えられるディーゼル車を使用したり、節電をしたりすることが考えられる。
2004年の人為的起源の温室効果ガス排出割合(二酸化炭素換算ベース)	二酸化炭素(76.7%)	メタン(14.3%)	一酸化二窒素(7.9%)	フロン類(1.1%)	76.7	14.3	7.9	1.1000000000000001	